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x a ax =2

図を用いて説明させる場合には、右の図のように、２のまとまりを意識させることが大

切です。そうすることにより、２のまとまりがn個あることから n2 ＋1が奇数であること
を理解させます。 
 また、n段目とn +1段目の碁石の個数を
文字式で表現させ、考えさせ、二つとも同

じ意味をもつことを理解させます。 
 このような活動を通して、文字式を使う

ことで、考え方が明確に表現されたり一般

化され、文字式の有用性を実感させること

が大切です。 
 
課題３のポイント 

 課題２が理解できたことで終わりにせず、

その考えを利用して、自分で答えを導く成

就感を味あわせることが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導上の課題 

 中学校における数の指導は、その範囲の拡張が中心です。第１学年で扱う正負の数では、

現実世界と接点があるため比較的理解しやすい内容です。しかし、 ax =2 におけるaの平

方根は１次方程式の解のように有理数で表せない数だけに、数としてイメージしにくく四

則演算が十分に理解できません。 
 

授業改善のポイント 

 xを正方形の一辺、aを面積と考えて、aの

正の平方根が正方形の一辺であるとしてとら

えるなど、図形を利用した指導法が考えられ

ます。また、より具体的にするために長さと

してイメージされる正の平方根 2を、コン

パスと定規で実測させてみたり、電卓で近似

値を求めさせたりする活動も有効です。 
 

  

２×２＋１ ２×３＋１ 
        
                n段目

       
               n +1段目

２ 拡張された数について豊かな感覚を育てる指導の工夫 

３年 平方根 

「平方根の導入」 
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① 平方根の近似値を実感させる学習活動 

 生徒は、面積の値が１、４、９の正方形はすぐに作図することができます。そこで、図

１のように１辺が長さ１㎝の方眼用紙に面積が、２、８、18になる正方形を作図させる課

題を与えます。 
 
図１ 図２ 

 

課題提示例  図２から、 2と 8、 18の関係について調べてみましょう。 

 正方形ができた

らコンパスや定規

で実測させ、 2

の近似値を求めさ

せてみましょう。

また、電卓を用い

て求めさせる活動

を取り入れてみま

しょう。電卓では、生徒が興ずるままにキーを押して 2が1.414213などと求め、２乗し

ても２にならないこと、すなわち、小数では２乗して２になる数がないことに気付くので

す。 

図２から 

 2 ×２＝ 8＝ 222 ××  

 2 ×３＝ 18＝ 332 ××  

   …
 

   
 

…
 

 2 ×n＝ nn××2  

右の計算から 

  n＝ nn×  

すなわち 

 2n ＝n  

まで考えることができると、無理数

についての理解が深まるでしょう。

 

 【指導のポイント】 

「 2は小数で表すことはできるのかな？」 

「面積が２の正方形ができるから、その１辺の長さ

は測れるはずだよね。」 
など、生徒の好奇心を高める発問をすることが大切

です。 

2

8

18
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また、図２を示すことで面積が２、８、18の正方形ができることが分かります。しかし、

それまでに２乗して２、８になる数を学習していません。そこで、新しい数「平方根」を

定義することの意味を理解させると効果的です。図２を用いて平方根の性質についての理

解を深めることができます。 
 
② 拡張された数の大小関係について理解を深める学習活動 

  数が拡張されることにともなって、小学校から学習してきた大小・相等関係がどのよう

に変化したかを明らかにしていくことが大切です。 
  平成17年１月に実施された「特定課題に関する算数・数学調査問題」では、下記のよう

な問題１が出題されていました。平方根の大小関係を問う問題です。単純に「 ba〉 ならば

ba 〉 」を覚えていればできる問題ではなく、平方根の性質を十分理解し活用する力が

ついていないとできない問題です。無理数の導入段階で、 2の値を近似的に求めさせる

場面を設定し、今までの数と結びつけて新しい数の概念を形成することや、大小を比べる

ときに数直線や図形と関連させながら指導していくことが望まれます。 
   
問題１ ( ) 222 221 〈〈 だから、 2は１と２の間にあることが分かります。 
    この考えを使って、 18を１１１の中に数直線上に●を使って表しなさい。 
 
                            
 

反応率 中学３年 52.3%

 
また、問題２のように、なぜそのように考えたか、理由を書かせる問題もみられます。

生徒たちが学習した知識や考え方を活用することができていない状況がみられます。事象

の中に潜む関係や根拠を探ったり、それを分かりやすく説明したりする活動を設定するこ

とにより、数学的な見方や考え方を育成する必要があると考えられます。そのためには、

授業では単に答えを求めるのではなく、なぜそうなったのか、なぜそう考えたのかを、書

かせたり発表させたりする授業展開の工夫が求められます。また、定期テストにおいても

このような形式の問題を出題していくことが大切です。 
 
 
 
 
 
 

 

 【指導のポイント】 
「なぜそのようになるか、考え方をノートに書いて

みましょう。」 
「どのようにして求めたのか発表してください。」 
など、生徒の考え方をまとめさせる指示をすること

が大切です。 

１０ 8７６５4３２ ９ 10
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意図的に現実の生活や社会とのつながりを意識した授業の展開をしてみましょう。今の

生徒は、社会における現象や問題を数学的に取り扱う力が十分に育っているとはいえませ

ん。これからは、社会の中から問題を明らかにするためにも、数学的な対象として見る力

や、変数を見いだす力、数学的に処理する力、得られた解を数学的に考える力の育成が望

まれます。 

問題２ 坂本さんは、 2＋ 18の値はどれくらいになるか調べています。 

坂本さんの説明 
 2は、 ( ) 222 221 〈〈 であるので、 221 〈〈 である。 
 また、 18は、 ( ) 222 5184 〈〈 であるので、 5184 〈〈 である。 
 したがって、 221 〈〈  ・・・① 
        5184 〈〈   ・・・② 
 ①と②から 
 2＋ 18の値は、５より大きく７より小さい 

 坂本さんの説明では、 2＋ 18の値が６より大きいか分かりませんが、工夫するこ
とにより６より大きいか小さいかが分かります。 
 
 2＋ 18の値が６より大きいか小さいかをア、イの中から１つ選び１１１の中のそ
の記号を○で囲みなさい。 
 またその理由を１１１の中に書きなさい。 
  ア 2＋ 18の値は６よりも小さい 
 イ 2＋ 18の値は６よりも大きい 

ア     イ  （１つを○で囲む） 
理由 

  反応率 中学３年 27.4％ 

Ⅲ 日常の事象を数学的に考え、数学的に解釈する指導の充実 
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